
新人看護職員育成の取り組み

令和7年度

看護キャリアセンター報告

新人看護職員育成ワーキング
【教育WG】

設立の背景

対象を２年目、３年目へ拡充

COVID19拡大に伴う

研修方法の変更

H21年

H26年

H30年

R2年

R5年

新人看護師育成プログラム開発 看護実践力ブロッサム開花プロジェクト

看護実践力ブロッサム開花継続プロジェクト
「新人看護職員育成WG」設立

H24年

目的・役割

【目的】

新人看護職員の育成を継続し、確実な看護実践
能力の定着を図る

【役割】

新人看護職員育成プログラムの企画・実施・評価
を行う

主な活動内容

◼新人看護職員教育プログラムの実施・評価

◼新人看護職員が基礎看護技術を修得できる

ように、看護手順等を見直し、整備する

・看護技術修得度

・看護手順



平成26年度（2014年）

◼看護技術修得度の低い領域の支援

「人工呼吸器のアラーム対応ができる」の強化

➡人工呼吸器管理研修を３年目看護職員対象に追加

※H30より、専門研修へ移行

社会背景
・急性期医療の高度化、医療安全体制の強化
・新人看護職員研修ガイドラインの改訂（厚労省）：安全な
医療の提供に必要な基本的知識・技術の習得を明確化

平成28年度（2016年）

◼多重課題・時間切迫シミュレーション研修を、
状況把握シミュレーション研修へ変更した。

背景
・平成23年度から導入した看護提供方式「パートナーシップ・
ナーシングシステム（PNS)」が全部署に拡大された
※PNS：看護師が安全で質の高い看護を提供することを目的とし、副看護師長を

コアとしたチームの中で、お互いが良きパートナーとして、対等な立場で、
お互いの特性を活かし、相互に補完し協力しあい、その成果と責任を共有
する看護方式

➡状況を把握し、判断し、報告・相談する能力が求められるようになった

平成30年度（2018年）

◼部署特有の内容を扱う研修を集合研修からOJTへ移行

「移乗・移送」「内服薬の安全管理」「経管栄養」 「CVCカテーテル挿入介助」

社会背景
・「Off-JT ⇒ OJT、 OJT ⇒ Off-JT のスパイラル学習は
効果がある」（厚生労働省，2014）

部署の院内認定看護師、感染リンクナース等を活用
共通の指導案に部署特有の内容を補足→質の担保
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令和２年度（2020年）

•心肺蘇生法（BLS)

•口腔内・鼻腔内吸引、気管吸引

•尿道留置カテーテル挿入

•静脈血採血

社会背景
・新型コロナウイルス感染症の拡大

シミュレーターを貸出し、OJT

事前学習（WEB学習）の活用
少人数での集合研修

コロナ禍での継続教育と成果

平岩ひろみ：人的資源を活用したe-learning、集合教育、OJTの連動による新人看護職員
研修の再構築,日本看護管理学会より一部改変

【実践した内容】 【成果】

OJTの活用

事前学習の充実

研修を数回に分けて実施
演習グループの少人数化

WEB教材の活用

部署特有の知識・技術修得が可能
指導者の育成

グループワークの活性化
主体的に学ぶ姿勢の確立

知識の定着

研修前の知識の統一化

令和5年度（2023年）

◼社会人基礎力の育成の強化

• 自己評価表を作成し、可視化

• フォローアップ研修における講義、

グループワーク

社会背景
・新型コロナウイルス感染症流行のために臨地実習の制限
があった看護学生が新人看護職員として入職
・VUCAの時代で、環境に柔軟に対応し、判断・行動できる力
が求められている

経済産業省：社会人基礎力, https://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/

社会人基礎力自己評価表
自己
評価

自己評価の理由
(文章ではなくキーワードで良いです）

主体性
物事に進んで取り組む力／指示待ちでは
なく自らやるべきことをみつける力

働きかける
力

他人に働きかけ、巻き込む力／やろうと
呼びかけ目的に向かう力

実行力
目的を設定し、確実に行動する力／
失敗を恐れず行動に移し粘り強い

課題発見力
現状を分析し、目的や課題を明らかにする
力

計画力
課題の解決に向けたプロセスを明らかに
し、準備する力

創造力
新しい価値を生み出す力／既存の発想に
とらわれない

発信力 自分の意思をわかりやすく伝える力

傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力

柔軟性
意見の違いや立場の違いを理解する力／
自分のルールややり方に固執しないで
相手を尊重する

情況把握力
自分と周囲の人々や物事との関係性を
理解する力

規律性 社会のルールや人との約束を守る力

ストレス
コントロール

力

ストレスの発生源に対応する力／
ポジティブにとらえて肩の力を抜く
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◼ 文献を参考に、院内独自で作成
◼ 入職１ヵ月、３ヵ月、６ヵ月、１２か月の
フォローアップ研修の際に３段階で評価する

◼ グループワークでは、社会人基礎力を活用しながら、
悩みや課題に対し、具体的な行動を考える



社会人基礎力自己評価表
自己
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自己評価の理由
(文章ではなくキーワードで良いです）
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【グループワークで出た意見】

• 優先順位をつけるのが難しいという悩み
に対して、「計画力」「情況把握力」を
意識し、ペアの先輩との情報共有の際に
確認する。（３ヵ月）

• 失敗をすると落ち込むという悩みに対し
「ストレスコントロール力」「発信力」を
意識して先輩と振り返りを行い、次につな
げる。（６ヵ月）

令和７年度構成員

➢対象 副看護師長およびクリニカルラダーⅢ以上の

リーダー看護職員

➢構成員 WG長（教育担当副看護師長）

その他

副看護師長：33名（うち４名は副WG長）

看護師：12名 計46名

【構成員の所属部署】
◼ 病棟
◼ 中央診療施設（手術部、外来部門、医療安全担当、感染管理担当、教育担当、

診療報酬担当、ARO次世代医療センター）

活動目標

1.新人看護職員教育プログラムの実施・評価

2.研修での学びが各部署での看護実践や

看護職員教育に生かされるよう、研修前後の

受講者支援に取り組む
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各部署の新人教育計画、新人看護職員の個人目標に沿ってプリセプターを中心に部署全体で新人を指導・育成

ポートフォリオによる学習プログラムの可視化

看護実践、シミュレーション・トレーニング

研修内容をeラーニング教材で振り返り学習

部署間研修

看護技術到達度
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1.新人看護職員教育プログラムの実施・評価

新人看護職員育成ＷＧが運営する研修

１．輸液管理 （４月）

２．静脈血採血（７月）

３．シミュレーション研修 （１０月）

４．静脈注射認定看護師育成研修（１月）

日程：受講者２～３名を１グループ ３日間

研修時間：各１20分

研修目標：看護実践において必要な知識・看護技術を

身につけ、安全・正確に実施できる能力を養う

事前学習：動画講義の視聴

部署での採血の見学

駆血帯の巻き方の練習など

研修内容：シミュレーターを用いた演習

静脈血採血研修 【概要】

•実技評価表に基づき実施

•医療安全管理ポケットマニュアルの確認

（静脈注射・採血における神経損傷、患者・手元情報の確認）

静脈血採血研修 【演習内容】

◼安全に採血を実施できるよう、根拠を踏まえて手順を一つずつ丁寧に行い、

繰り返し練習して身に付けていきたい。

◼安心安全な採血が行えるように、目的の説明や声かけ、顔色や強い痛みが

ないか確認を行うなど、患者さんとのコミュニケーションを大切にしたい。

静脈血採血研修 【評価】

60 40

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目標達成度

達成できた 概ね達成できた
どちらでもない あまり達成できなかった
達成できなかった

76 24

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理解度

理解できた 概ね理解できた
どちらでもない あまり理解できなかった
理解できなかった

新人看護職員へのアンケート結果



静脈血採血研修 【研修後】

部署でシミュレーターを用いて練習

実技評価表に沿って、シミュレーター

での実技評価 ＜１回合格＞

実技評価表に沿って、実践評価

＜３回合格＞

日程：受講者３～４名を１グループ ３日間

研修時間：各１２0分

内容：患者の状況を模擬的に再現した、

シチュエーション・ベースド・トレーニング

目標： ① 患者の状態を予測しながら観察する

② 観察した結果を分析・判断する

③ 患者の状態を把握し先輩看護職員へ報告

できる

シミュレーション研修 【概要】

シミュレーション研修の流れ

【研修前】SBAR評価表に基づき、

自己評価・他者確認（他者評価）

シミュレーション研修

【研修１～２カ月後】

自己評価・他者確認（他者評価）

フィードバック

シミュレーション研修 【演習内容】

収集した情報を「正常・境界・異常」に分け、分析



シミュレーション研修 【評価】

新人看護職員へのアンケート結果

◼実際の臨床現場で自分が対応することを踏まえ、想像しながら情報

の把握、共有、報告を行うことができた。

◼グループメンバーと協働することで、様々な視点を交えながら考える

ことができた。行き詰った時も助言をいただくことで、新たに考えを

発展させることができた。

◼具体的なシチュエーションで実際の現場と大きな違いなく状況が

考えられていて、実際に活かせそうだと思った。

2.研修前後の受講者支援

研修での学びを実践に活かすことが出来るよう支援する

◼研修前・・・動機づけ

研修シートを活用し、具体的な目標の設定を支援

◼研修後・・・部署特有の内容について補足

WGで研修内容を共有し、部署で補足する

環境の調整（人・モノ）

受け持ち患者の調整、看護技術の実践を経験できる

機会の調整、シミュレーターを借用し、復習

指導者の育成

◼教育担当者研修（年４回）

テーマ（一部抜粋） 講師

第1回 組織の理念と人材育成 看護部長、
教育担当副看護部長

第2～4回 新採用者（新卒・既卒）が直面する課題
を把握し、教育支援を検討する

教育委員会

まとめ・今後の展望

◼変化する社会背景や看護職員のレディネスに応じて、

タイムリーに研修内容や方法を見直すことができた

◼組織の理念や人材育成の重要性について継続的に

周知することで、教育担当者の質が担保されている

◼今後も質の高い看護が提供できる臨床実践能力を

備えた新人看護職員の育成に尽力していきたい


